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７．４ 下水道等の整備 

瀬戸内海関係 13 府県における下水道の処理人口普及率は昭和 50 年度末で 28％（全国の同普及率 23％）、

平成 30 年度末で 80％（全国 79％）となっている。また、し尿の瀬戸内海への投入が禁止されて以来、し尿

処理施設の設置が進められてきた。 

①水道の整備 

下水道の整備を処理人口で見てみると、昭和 50 年度末で 13 府県全体の処理人口は 920 万人であった

が、平成 30 年度末には 2,789 万人となった。下水道の処理人口普及率及び処理人口の推移を表 7－9 及

び図 7－10 に、下水道整備計画を表 7－10 に、関係府県別下水道整備状況を表 7－11 に示す。 

表 7－9 関係 13府県の下水道普及率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1. 関係13府県の数値は瀬戸内海地域以外も含めたもの。 

2. 平成23年度の全国の総人口は、東日本大震災等により人口を報告できない

22市町村を除いたもの。 

出典：人口：「全国市町村要覧」（市町村要覧編集委員会編）による 

処理人口：昭和60年度以前 「建設白書」 

平成２～13年度 国土交通省（旧 建設省）調べ 

平成 14 年度以降 「下水道統計」(社)日本下水道協会 
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平成 14 年度以降 「下水道統計」(社)日本下水道協会 

図 7－10 下水道の処理人口普及率及び処理人口の推移  
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昭和50 3,252 920 28 23

55 3,360 1,144 34 30

60 3,440 1,394 41 36

平成 2 3,470 1,608 46 44

7 3,500 1,934 55 54

12 3,521 2,231 63 62

17 3,520 2,478 70 69

18 3,520 2,519 72 71

19 3,516 2,557 73 72

20 3,504 2,590 74 73

21 3,507 2,617 75 74

22 3,504 2,642 75 74

23 3,498 2,664 76 75

24 3,492 2,725 78 77

25 3,535 2,738 77 76

26 3,535 2,751 78 77

27 3,525 2,763 78 77

28 3,515 2,772 79 78

29 3,507 2,782 79 78

30 3,497 2,789 80 79
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